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昭和 21年 3月 4日 大阪府大阪市に生まれる

39年 3月 17日 大阪府立大手前高等学校卒業

40年 4月 1日 京都大学工学部土木工学科入学

44年 3月 23日 京都大学工学部土木工学科卒業

44年 4月 1日 京都大学大学院工学研究科土木工学専攻修士課程入学

46年 3月 23日 京都大学大学院工学研究科土木工学専攻修士課程修了

46年 4月 1日 京都大学大学院工学研究科土木工学専攻博士課程進学

49年 3月 31日 京都大学大学院工学研究科土木工学専攻博士課程単位修得退学

49年 4月 1日 京都大学防災研究所助手

51年 11月 1日

51年 11月 24日 京都大学工学博士号取得

56年 10月 22日 米国ワシントン大学招へい研究員(昭和57年10月21日まで)

平成 2年 6月 8日

4年 8月 1日 フルブライト上級研究員(米国プリンストン大学)

(平成4年10月31日まで)

5年 4月 1日

6年 4月 1日

8年 5月 11日

8年 5月 11日

(平成17年3月31日まで)

10年 4月 17日 京都大学大学院情報学研究科担当

14年 4月 1日

(兼務，現在に至る）

17年 4月 1日

18年 4月 1日 京都大学経営協議会委員(平成19年3月31日まで)

19年 4月 1日

20年 4月 1日 大阪大学招へい教授(接合科学研究所, 平成21年3月31日まで)

（非常勤講師歴）

3年 4月 1日 関西大学工学部　河川工学(Ⅰ)前期担当，河川工学(Ⅱ)後期担当

(平成14年3月31日まで)

6年 6月 1日 名古屋工業大学　災害論担当(平成6年6月30日まで)

7年 4月 1日 大阪大学工学部　防災工学担当(平成8年9月30日まで)

7年 6月 1日 茨城大学工学部　自然災害担当(平成8年3月30日まで)

10年 4月 1日 大阪大学工学部　危機管理担当(平成11年3月31日まで)

14年 4月 1日 関西大学工学部　地球防災工学担当(平成21年3月31日まで)

京都大学防災研究所助教授(京都大学大学院工学研究科担当)

京都大学防災研究所附属地域防災システム研究センター教授

通商産業技官(地質調査所国際協力室, 平成7年3月31日まで)

京都大学防災研究所附属巨大災害研究センターに配置換え

京都大学防災研究所附属巨大災害研究センター長

阪神・淡路大震災記念　人と防災未来センターセンター長

京都大学防災研究所長(平成19年3月31日まで)

京都大学防災研究所附属巨大災害研究センター長

京都大学防災研究所附属防災科学資料センターに配置換え

　　　　（学歴・職歴）

河　田　惠　昭　教　授　略　歴
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昭和 57年 4月 和歌山県・白良浜保全対策協議会委員(昭和59年3月まで)

平成 2年 6月 日本自然災害学会評議員・理事(平成21年3月まで)

4年 4月 建設省北陸地方建設局　下新川海岸保全委員会委員および委員長(平
成11年3月まで)

6年 4月 (社)建設コンサルタンツ協会近畿支部　湾域都市の水防災研究委員
会委員長(平成9年3月まで)

6年 8月 (財)リバーフロント整備センター 海岸研究会委員(平成10年3月ま
で)

7年 7月 神戸市復興計画検討委員会委員(平成7年3月まで)

7年 5月 大阪市土木･建築構造物震災対策技術検討会委員(平成9年6月まで)

7年 5月 地震に強い京都づくり懇話会委員(平成9年3月まで)

7年 9月 (財)堺都市政策研究所　都市型災害における危機管理のあり方に関
する調査研究委員(平成8年3月まで)

7年 10月 防災研究協会非常勤研究員(平成21年3月まで)

7年 12月 大阪市計画局　土地利用審査会委員(平成9年12月まで)

8年 1月 科学技術･学術審議会専門委員(研究計画･評価分科会) ｢防災分野の
研究開発に関する委員会」(平成21年1月まで)

8年 5月 海上保安庁第五管区海上保安本部　沿岸防災情報図委員会委員長(平
成9年3月まで)

8年 5月 三重県　地域防災計画被害想定調査委員会委員および委員長(平成18
年3月まで)

8年 7月 工業技術院地質調査所　通商産業技官(平成10年3月まで)

9年 8月 建設省　河川審議会専門委員(平成11年8月まで)

9年 10月 日本学術会議　社会環境工学研究連絡委員会委員(平成18年10月ま
で)

9年 10月 (社)海外コンサルティング企業協会　｢開発途上国における防災体制
の整備促進調査ﾍﾞﾄﾅﾑ社会主義国第2年度｣国内支援委員会委員長(平
成11年3月まで)

9年 12月 北海道開発局　岩盤崩落に対する地域防災調査委員会委員(平成12年
3月まで)

10年 3月 三重県　防災会議防災計画部会専門委員長(平成10年7月まで)

10年 4月 (社)建設コンサルタンツ協会近畿支部　広域･複合水災害研究委員会
委員長(平成11年3月まで)

10年 7月 科学技術庁研究開発局　都市基盤施設の地震防災向上に関する調査
の調査推進委員会委員(平成11年3月まで)

10年 7月 科学技術庁研究開発局　ｱｼﾞｱ･太平洋地域に適した地震･津波災害軽
減技術の開発とその体系化に関する準備の研究推進委員会委員(平成
16年3月まで)

10年 10月 兵庫県　新湊川浸水災害調査委員会副委員長(平成11年3月まで)

10年 11月 (財)地震予知総合研究振興会　津波ビデオ制作検討ワーキンググ
ループ委員(平成11年3月まで)

11年 4月 (財)建設コンサルタンツ協会近畿支部　多自然水辺整備研究委員会
外来委員(平成13年3月まで)

11年 4月 日本自然災害学会会長(平成14年3月まで)

　　　（学会・委員等歴）
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11年 8月 兵庫県知事公室防災企画課　震災対策国際総合検証会議国内検証委
員(平成12年3月まで)

11年 8月 建設省土木研究所　天然資源の開発利用に関する日米会議･耐風耐震
構造専門部会作業部会委員(平成13年6月まで)

11年 11月 防災情報機構ＮＰＯ法人参与(平成12年11月まで)

12年 2月 高潮防災情報等のあり方研究会座長(平成13年3月まで)

12年 2月 (財)亜熱帯総合研究所　島嶼における自然災害に関する調査研究委
員会委員長(平成12年3月まで)

12年 2月 国土交通省北陸地方建設局　北陸沿岸地域海岸調査検討委員会委員
長(平成14年3月まで)

12年 7月 (財)消防科学総合センター　地域防災データ総覧－風水害編[改訂
版]－編集委員会委員(平成13年3月まで)

12年 10月 国際協力事業団　事業戦略調査研究｢防災と開発」委員長(平成14年1
月まで)

12年 11月 愛知県災害対策懇話会委員長(平成14年3月まで)

12年 11月 国土交通省近畿地方整備局　新･近畿長期ビジョン策定懇談会委員
(平成13年12月まで)

12年 12月 愛知県水害対策検討委員会委員長(平成14年3月まで)

12年 12月 国土交通省北陸地方建設局　設計施工一括型競争入札技術審査委員
会ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ(平成13年3月まで)

13年 1月 名古屋市　防災情報収集伝達システム整備調査専門委員会委員(平成
13年3月まで)

13年 2月 アニメックス技術指導員(平成17年4月まで)

13年 3月 中央防災会議専門委員（調査審議終了まで）

13年 4月 (財)阪神･淡路大震災記念協会理事(平成19年3月まで)

13年 4月 兵庫県参与(平成21年3月まで)

13年 4月 平成13年度国立歴史民俗博物館共同研究員(平成14年3月まで)

13年 5月 (社)建設コンサルタンツ協会　平成13年度自然共生型水辺空間研究
委員会学識委員(平成16年3月まで)

13年 6月 科学技術政策研究所科学技術動向研究ｾﾝﾀｰ専門調査委員(平成21年3
月まで)

13年 6月 海岸工学委員会委員長(平成15年6月まで)

13年 7月 ひょうご安心人材訓練センター構想策定委員会委員(平成13年12月ま
で)

13年 7月 国土交通省北陸地方整備局黒部工事事務所　下新川海岸保全検討委
員会委員長(平成20年3月まで)

13年 7月 阪神南地域津波災害対策検討会(仮称）顧問(平成14年3月まで)

13年 8月 明石市民夏まつり事故調査委員会副委員長(平成13年10月まで)

13年 8月 神戸文明博物館群構想－土木博物館(仮称)具体化検討委員会委員(平
成16年3月まで)

13年 10月 淡路地域津波災害対策検討会委員長(平成14年3月まで)

13年 10月 阪神･淡路大震災ﾒﾓﾘｱﾙｾﾝﾀｰ(仮称）名称募集審査委員会委員(平成14
年3月まで)

13年 10月 大規模災害対策研究機構理事長(平成21年3月まで)
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13年 11月 (財）都市防災研究所　津波観測装置の設置ガイドライン検討委員会
委員(平成14年3月まで)

13年 11月 大阪府豊能郡美化センター焼却施設内汚染物保管･運搬検討委員会委
員(平成14年3月まで)

14年 1月 (財)国土技術研究センター　「安全な国土形成危機管理体制の充
実」分科会委員(平成14年3月まで)

14年 4月 (財)阪神･淡路大震災記念協会理事副理事長(平成15年3月まで)

14年 4月 東北大学大学院工学研究科附属災害制御研究センター協議会委員(平
成20年3月まで)

14年 4月 (財)阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター長(平成21年3月ま
で)

14年 5月 (財)港湾空港建設技術サービスセンター　港湾の防災に関する懇談
会委員(平成14年7月まで)

14年 6月 大阪府都市型水害対策検討委員会委員(平成18年3月まで)

14年 10月 奈良県地震被害想定調査検討委員会委員長(平成17年3月まで)

14年 11月 (財)沿岸開発技術研究センター　高知港・高潮防災ステーション基
本方針策定検討委員長(平成15年3月まで)

14年 11月 (財)神戸国際観光コンベンション協会　震災対策技術展シンポジウ
ム実行委員会委員(平成17年2月まで)

14年 11月 (社)土木学会　海岸施設の利用者の安全性に関する調査研究特別小
委員会委員長(平成16年3月まで)

14年 11月 気象庁地震火山部　ナウキャスト地震情報検討委員会委員(平成16年
3月まで)

14年 11月 (財)沿岸開発技術研究センター　高潮・津波ハザードマップ研究会
委員長(平成16年まで)

14年 12月 名古屋駅地区滞留者等対策検討委員会委員(平成15年3月まで)

15年 京都大学国際教育プログラム 講師(平成18年まで)

15年 1月 兵庫県地方分権検証会議消防防災部会委員(平成18年10月まで)

15年 4月 岐阜県総合防災アドバイザー(平成18年3月まで)

15年 4月 (財)阪神･淡路大震災記念協会副理事長(平成21年3月まで)

15年 4月 文部科学省科学技術・学術政策局　安全・安心の社会の構築に資す
る科学技術政策に関する懇談会委員(平成16年3月まで)

15年 5月 (財)防災研究協会　東南海・南海地震津波対策検討委員会委員(平成
16年3月まで)

15年 6月 国土交通省近畿地方整備局　東南海・南海地震津波等広域連携防災
対策検討会委員長(平成16年3月まで)

15年 6月 明石市特命プロジェクトチーム(大蔵海岸陥没事故担当)ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ
(平成16年3月まで)

15年 6月 原子力土木委員会／津波評価部会・委員(平成21年3月まで)

15年 7月 岡山県　東備地区広域漁場整備事業安全対策検討委員会委員(平成16
年3月まで)

15年 8月 日本学術振興会　特別研究員等審査会専門委員(平成17年7月まで)

15年 11月 (財)港湾空間高度化環境センター　川崎港基幹的広域防災拠点整備
計画委員会委員長(平成16年3月まで)
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15年 11月 (社)日本公園緑地協会　国営東京臨海広域防災公園基本設計検討委
員会委員(平成16年3月まで)

15年 11月 (財)消防科学総合センター　「防災・危機管理e-カレッジ」開発協
力者(平成17年3月まで)

15年 12月 環境防災総合政策研究機構理事長(平成21年3月まで)

15年 12月 (社)日本港湾協会　大阪湾港湾の基本構想懇談会委員(平成18年3月
まで)

16年 1月 (財)阪神・淡路大震災記念協会　復興10年委員会委員(平成17年3月
まで)

16年 1月 名古屋市　地域特性に応じた防災力向上検討委員会委員(平成17年3
月まで)

16年 3月 内閣府・政策統括官（防災担当）　国連防災世界会議に係る国内準
備会合委員(平成17年1月まで)

16年 3月 国土交通省近畿地方整備局　京阪神都市圏広域防災拠点整備協議会
アドバイザー(平成20年3月まで)

16年 4月 京都大学東南アジア研究所学内研究担当(平成21年3月まで)

16年 4月 防災研究協会非常勤講師(平成17年3月まで)

16年 4月 防災研究協会評議員(平成21年3月まで)

16年 4月 三菱財団専門委員(平成20年3月まで)

16年 4月 (財)阪神・淡路大震災記念協会　21世紀文明研究委員会委員(平成18
年3月まで)

16年 7月 兵庫県　防災リーダー講座カリキュラム検討委員会委員(平成17年3
月まで)

16年 8月 兵庫県　東南海・南海地震防災対策実施要領検討委員会委員長(平成
17年3月まで)

16年 8月 (社)土木学会　会長提言特別委員会委員（総務主査）(平成17年5月
まで)

16年 8月 (独）防災科学技術研究所　研究開発課題外部評価委員(平成20年8月
まで)

16年 9月 (財)都市計画協会　「まちづくり専門家派遣事業」に基づくまちづ
くり専門家 委員(平成17年3月まで)

16年 9月 (独)防災科学技術研究所　危機管理対応情報共有技術による減災対
策研究運営委員会委員(平成19年3月まで)

16年 10月 兵庫県　津波災害研究会委員長(平成18年3月まで)

16年 10月 (財)沿岸技術研究センター　津波・高潮ハザードマップ事例集検討
会委員長(平成17年3月まで)

16年 10月 内閣府　津波避難ビル等に係るガイドライン検討委員会委員(平成17
年3月まで)

16年 11月 新潟県中越地震災害義援金配分委員会委員長(平成17年3月まで)

16年 12月 ノムラフォーシーズ技術指導員(平成17年12月まで)

17年 2月 国土交通省河川局海岸室　津波対策検討委員会委員長(平成17年3月
まで)

17年 2月 (財)日本気象協会北海道支社　積雪寒冷地における地震防災基盤整
備事業推進調査に係わる検討会委員(平成17年3月まで)

17年 2月 高知工科大学　防災に関する国際シンポジウム科学技術委員(平成18
年3月まで)
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17年 3月 内閣府　中山間地等の集落散在地域における地震防災対策に関する
検討会委員長(平成17年8月まで)

17年 4月 (財)地震予知総合研究振興会　防災研究フォーラム幹事会委員(平成
18年3月まで)

17年 4月 九州大学応用力学研究所運営協議員(平成19年3月まで)

17年 4月 (株)パスコ　SAR技術応用研究会委員(平成21年3月まで)

17年 4月 防災研究協会理事(平成20年3月まで)

17年 4月 関西大学経営審議会委員(平成20年9月まで)

17年 4月 防災研究協会業務運営委員(平成21年3月まで)

17年 4月 日本自然災害学会学会賞選考委員(平成21年3月まで)

17年 4月 兵庫県住宅再建共済制度運営協議会委員(平成18年3月まで)

17年 5月 文部科学省研究開発局　地震調査研究推進本部政策委員会委員(平成
22年4月まで)

17年 5月 総務省消防庁　初動時における被災地情報収集のあり方に関する検
討会委員長(平成17年8月まで)

17年 6月 奈良県地震防災対策アクションプログラム策定検討委員会委員長(平
成19年3月まで)

17年 6月 (社)日本プロジェクト産業協議会（JAPIC）　防災研究会主査(平成
20年3月まで)

17年 7月 (独）防災科学技術研究所　実大三次元振動破壊実験施設運営協議会
委員(平成21年3月まで)

17年 7月 内閣官房情報ｾｷｭﾘﾃｨｰ政策会議技術戦略専門委員会委員(平成21年3月
まで)

17年 9月 国土交通省国土計画局　国土審議会特別委員(平成18年9月まで)

17年 10月 国土交通省河川局・港湾局　ゼロメートル地帯の高潮対策検討会委
員長(平成18年3月まで)

17年 10月 長岡市防災体制検討委員会アドバイザー(平成18年3月まで)

17年 11月 特定非営利活動法人環境防災総合政策研究機構　災害支援物資の備
蓄・物流計画ガイドライン検討会委員長(平成18年2月まで)

18年 1月 東京大学地震研究所協議会協議員(平成20年3月まで)

18年 1月 関西ｴﾈﾙｷﾞｰ･ﾘｻｲｸﾙ科学研究振興財団選考委員(平成21年12月まで)

18年 1月 (社)土木学会　平成16年度会長提言特別委員会　国民の防災意識向
上に関する特別委員会委員(平成18年5月まで)

18年 1月 (独)科学技術振興機構　社会技術研究開発センター評価分科会専門
委員(平成19年3月まで)

18年 1月 兵庫県淡路県民局　福良港津波対策検討委員会委員長(平成19年3月
まで)

18年 4月 宇治市防災会議委員(平成19年3月まで)

18年 5月 神戸新聞社客員論説委員(平成20年5月まで)

18年 5月 宇治市国民保護協議会委員(平成20年5月まで)

18年 5月 大阪府自然災害総合防災対策検討委員会副委員長(平成18年8月まで)

18年 6月 大阪市港湾局　大阪港津波対策検討業務委託者選定委員会委員長(平
成8月まで)

18年 6月 大阪市港湾局　大阪港地震・津波対策検討委員会委員長(平成20年3
月まで)
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18年 6月 (財)社会経済生産性本部　新都建設推進協議会委員(平成19年3月ま
で)

18年 7月 社会マネジメントシステム学会運営委員・査読委員(平成21年12月ま
で)

18年 7月 国土交通省総合政策局　建設機械等による災害対処・普及支援に関
する懇談会座長(平成19年2月まで)

18年 7月 (独)防災科学技術研究所　防災研究フォーラム幹事(平成19年3月ま
で)

18年 8月 (財)沿岸技術研究センター　TSUNAMI出版委員会委員(平成20年3月ま
で)

18年 8月 日本学術会議連携会員(平成21年3月まで)

18年 9月 中越防災安全推進機構相談役(平成20年3月まで)

18年 9月 外務省国際協力局多国間協力課　気候変動への適応に対するODAに関
する有識者会議委員(平成19年3月まで)

18年 10月 新潟県　防災立県推進戦略顧問(平成21年3月まで)

19年 1月 総務省消防庁　緊急物資調達の調整体制・方法に関する検討会委員
長(平成19年3月まで)

19年 2月 (財)沿岸技術研究センター　臨海部広域津波対策ワーキンググルー
プ委員(平成19年3月まで)

19年 4月 人と防災未来センター　学術誌「減炎」企画編集委員会委員長(平成
21年3月まで)

19年 4月 国土交通省近畿地方整備局近畿圏広域地方計画推進室　近畿圏広域
地方計画学識者会議(平成21年3月まで)

19年 5月 岡山県防災対策条例制定検討委員会委員長(平成20年3月まで)

19年 6月 国土交通省近畿地方整備局　津波情報提供に関する検討委員会委員
長(平成19年9月まで)

19年 6月 (財)沿岸技術研究センター　高潮による大規模浸水事態検討Ｗ／Ｇ
委員(平成21年3月まで)

19年 7月 国土交通省近畿地方整備局　大阪湾高潮対策協議会アドバイザー(平
成20年3月まで)

19年 8月 国土交通省近畿地方整備局　淀川水系流域委員会委員(平成21年8月
まで)

19年 10月 姫路市　EAROPH姫路・兵庫世界大会2008論文委員会委員長(平成20年
10月まで)

20年 1月 宇宙航空研究開発機構非常勤招聘職員(平成21年12月まで)

20年 2月 交流協会非常勤講師(平成21年3月まで)

20年 2月 新潟県中越大震災義援金事業検討委員会　顧問（義援金完了まで）

20年 3月 本願寺維持財団防災対策委員会委員長(平成21年3月まで)

20年 3月 国土交通省河川局　高波災害対策検討委員会委員長(平成20年12月ま
で)

20年 4月 (財)沿岸技術研究センター　平成21年度インドネシアにおける津波
対策の周知啓発検討委員会委員(平成21年3月まで)

20年 5月 (独)宇宙航空研究開発機構　防災への衛星利用に関する諮問委員会
委員長(平成21年2月まで）
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20年 10月 三重大学　「学校施設の防災機能強化の推進モデル事業」に係る防
災機能強化検討委員会委員(平成21年3月まで)

20年 10月 関西大学理事(平成21年3月まで)

20年 10月 (社)中越防災安全推進機構　防災・安全・復興に関する国際シンポ
ジウム組織委員会

20年 10月 鳥取県政アドバイザリースタッフ(平成21年3月まで)

20年 11月 国土交通省河川局　大規模自然災害時の初動対応における装備・シ
ステムのあり方検討委員会委員(平成21年5月まで)

20年 11月 (財)新潟県中越大震災復興基金　地域復興支援事業(地域貢献型中越
復興研究支援)選考評価委員(平成21年3月まで)

(賞　罰)

平成 3年 10月 3日 日本自然災害学会学術賞（受賞課題：社会の防災力に関する研究）

平成 4年 5月 28日 土木学会論文賞（受賞課題：漂砂量則とその計測法に関する研究）

14年 5月 15日 兵庫県防災功労者表彰

18年 9月 8日 防災功労者防災担当大臣表彰

19年 10月 10日 国連SASAKAWA防災賞（本邦初受賞）
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1970 飛砂における砂粒の運動機構(1)-砂粒の移動限界
に関する実験-

京都大学防災研究所年報,
第13号B, pp.217-232

土屋義人

1971 飛砂における砂粒の運動機構(2)-砂粒のSaltationの
特性について-

京都大学防災研究所年報,
第14号B, pp.311-325

土屋義人

1971 飛砂における砂粒のSaltationの特性について 海岸工学講演会論文集, 第
18回, pp.359-364

土屋義人

1971 大潟海岸における海岸変形に関する観測(1)-1970
年冬期季節風時の観測結果について-

京都大学防災研究所年報,
第14号B, pp.465-485

土屋義人・白井亨・中村重
久・山口正隆・芝野照夫・吉
岡茂

1972 Characteristics of saltation of sand grains by wind Proc. 13th Coastal Eng.
Conf., pp.1617-1625

Tsuchiya, Y.

1973 日本海沿岸における冬期波浪の協同観測 京都大学防災研究所年報,
第16号A　, pp.29-39

土屋義人・中島暢太郎・白
井亨・中村重久・田中正昭・
山口正隆・芝野照夫・川鍋
安次・原見敬二

1973 日本海沿岸における冬期波浪の観測資料集(1) 京都大学防災研究所年報,
第16号B, pp.555-577

土屋義人・中島暢太郎・白
井亨・中村重久・田中正昭・
山口正隆・芝野照夫・川鍋
安次・原見敬二

1975 白良浜の海浜過程について 海岸工学講演会論文集, 第
22回, pp.343-348

土屋義人・芝野照夫・林省
造

1975 砂粒のSALTATIONに基づく飛砂量則について 水理講演会論文集, 第19回,
pp.7-12

土屋義人

1975 Prediction of beach erosion at Murozumi beach Jour. Natural Disas. Sci.,
Vol.2,No.1, pp.33-68

Tsuchiya, Y. , M.
Yamaguchi,  and T.
Shibano, T. Yamashita

1976 飛砂における砂粒の移動限界と飛砂量に及ぼす含
水比の影響

土木学会論文報告集,
No.249, pp.95-100

土屋義人

1975 ウォシュ・ロードに関する研究-大戸川の観測結果に
ついて-

京都大学防災研究所年報,
第18号B, pp.541-549

村本嘉雄・藤田裕一郎・中
村行雄

1978 波のそ上に及ぼす粗度および透水性の効果 海岸工学講演会論文集, 第
25回, pp.160-164

土屋義人・矢下忠彦

1978 Beach Processes of Shirahama "a Pocket Beach" Bull. Disas. Prev. Res. Inst. ,
Vol.28,No.2, pp.33-68

Tsuchiya, Y., T. Shibano,
S. Nakamura, T.
Yamashita, H. Yoshioka, S.
Serizawa and Kardana

1978 砂礫河川の掃流砂に関する基礎的研究 京都大学防災研究所年報,
第20号B-2, pp.451-474

村本嘉雄・布村明彦

1979 透水性海浜における孤立波のそ上機構 海岸工学講演会論文集, 第
26回, pp.75-79

土屋義人

1980 浜漂砂に及ぼす吸水の影響について 海岸工学講演会論文集, 第
27回, pp.270-274

土屋義人

河　田　惠　昭 　研　究　業　績

論　文

― 15 ―



発表年 論文名 発表誌名 共著者

1981 Risk to life, warning systems, and protective
construction against past storm surges in Osaka bay

Jour. Natural Disas. Sci.,
Vol.2,No.3, pp.33-55

Tsuchiya, Y.

1981 環境アセスメントの諸問題-高潮- 環境アセスメントの諸問題,
pp.63-75

1981 高潮災害の変遷と将来予測 水工学に関する夏期研修,
pp.85-104会講義集

1981 富山県宮崎海岸の海浜過程について 京都大学防災研究所年報,
第24号B-2, pp.433-473

土屋義人・山口正隆・白井
亨・芝野照夫・山下隆男・
A.R.Syamsudin

1982 現地海岸における水面変動の時空間特性 海岸工学講演会論文集, 第
29回, pp.26-30

土屋義人・芝野照夫・山下
隆男・小林柾雄

1984 漂砂の移動限界に及ぼす吸水の効果 海岸工学講演会論文集, 第
31回, pp.267-271

L. H. Larsen

1984 飛砂 海洋科学第16巻, 第7号,
pp.394-401

1984 日本海中部地震津波による災害について 京都大学防災研究所年報,
第27号A, pp.1-29

土屋義人・酒井哲郎・中村
重久・芝野照夫・吉岡洋・山
下隆男・島田冨美雄

1984 三隅川の洪水災害－洪水氾濫と家屋の被害－ 京都大学防災研究所年報,
第27号B-2, pp.179-196

中川一

1984 白良浜の海浜過程とその保全(1) 京都大学防災研究所年報,
第27号B-2, pp.513-555

土屋義人・芝野照夫・山下
隆男

1984 琵琶湖岸、萩の浜の海浜過程に関する研究 京都大学防災研究所年報,
第27号B-2, pp.641-681

土屋義人・芝野照夫・山下
隆男

1985 白良浜の海浜過程とその保全(2) 京都大学防災研究所年報,
第28号B-2, pp.565-589

土屋義人・Richard Silvester

1986 一様海浜における離岸流の発生と沿岸境界条件 海岸工学講演会論文集, 第
33回, pp.36-40

土屋義人・芝野照夫・
Dadang Ahmad・宍倉知広

1986 Historical study of changes in storm surge disasters
in the Osaka area

Jour. Natural Disas. Sci.,
Vol.8, No.2, pp.1-18

Tsuchiya, Y.

1986 災害の科学 - 高潮との戦い - NHK市民大学テキスト,
pp.92-104

1986 災害の科学-災害史に学ぶ- NHK市民大学テキスト
, pp.129-143

 

1986 大阪における安政南海道津波の復元(1)-氾濫災害
について-

京都大学防災研究所年報,
第29号B-2, pp.763-794

土屋義人

1987 波・流れの共存場における局所洗掘 海岸工学講演会論文集, 第
34回, pp.402-406

土屋義人・錦織慎

1987 波・流れの共存場における局所洗掘-砂れんの発生
しない場合-

海岸工学講演会論文集, 第
35回, pp.397-401

朝堀泰明・土屋義人

1987 Applicability of sub-sand system to beach erosion
control

Proc. 20th Coastal Eng.
Conf., pp.1255-1267

Y.Tsuchiya

1987 大阪における安政南海道津波の復元 歴史地震, 第3号, pp.13-42
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1987 大阪における高潮・津波災害の変遷 都市防災シンポジウム講演
集, pp.73-78

土屋義人

1987 高潮の極値統計 水工学に関する夏期研修会
講義集, 第23回 B-7, pp.1-
22

 

1987 Historical changes of storm surge disasters in Osaka Natural and Manmade
Hazards, Vol.1, pp.279-303

Tsuchiya, Y. and

1988 黎明期における防波堤の工法選択とお雇い技師(1)-
防波堤工法の変遷-

自然災害科学, Vol.7, No.2,
pp.21-35

1988 黎明期における防波堤の工法選択とお雇い技師(2)-
お雇い技師と近代築港-

自然災害科学, Vol.7, No.8,
pp.1-22

1988 T型桟橋による高波浪時の海底地形計測法 海岸工学講演会論文集, 第
35回, pp.387-391

吉岡洋・芹澤重厚・土屋義
人

1988 Extremal statistics of storm surges by typhoon Proc. 21st Coastal Eng.
Conf., pp.115-131

Tsuchiya, Y.

1988 Local scour around cylidrical piles due to waves and
currents combined

Proc. 21st Coastal Eng.
Conf., pp.1310-1322

Y. Tsuchiya

1988 Extremal statistics of tsunamis in Osaka Proc. 6th Congress of APD-
IAHR, pp.241-247

Y. Tsuchiya

1988 大阪における安政南海道津波の復元(2)-津波の伝
播・氾濫特性について-

京都大学防災研究所年報,
第31号B-2, pp.723-751

土屋義人・酒井哲郎・島田
富美男

1988 海岸侵食制御構造物論 海岸, 第28号, pp.21-31

1988 大阪における水災害の歴史的変遷 夏季大学　気象予報と防災
(災害), 第10回, pp.13-42

1989 わが国と中国における自然災害の発生頻度特性 京都大学防災研究所年報,
第32号B-2, pp.891-908

法花眞司

1989 不等流沿岸流における流速分布の相似性について 海岸工学論文集, 第36巻,
pp.234-238

土屋義人・H. Refaat

1989 高波浪時における漂砂観測法 海岸工学論文集, 第36巻,
pp.269-273

吉岡洋・藤木繁男・土屋義
人

1989 傾斜海浜における漂砂量則について 海岸工学論文集, 第36巻,
pp.289-293

1989 Methodology of beach erosion control and its
application

Coastal Eng. in Japan,
Vol.31,No.1, pp.113-132

1989 Flooding due to the Ansei Nankaido tsunami in
Osaka

Proc. Japan-China Joint
Seminar on Natural Hazard
Mitigation, pp.505-514

Tsuchiya, Y.

1989 砂粒の移動機構 地学雑誌, Vol.98,No.6,
pp.746-753

1990 岸沖・沿岸漂砂量則の統一表示 海岸工学論文集, 第37巻,
pp.259-263

土屋義人

1990 高波浪時の海底微地形の観測 海岸工学論文集, 第37巻,
pp.269-273

白井亨，吉岡洋，伊藤政
博，土屋義人

1990 沖浜における海浜断面形状の形成 海岸工学論文集, 第37巻,
pp.324-328

土屋義人・西良一
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1990 防災ポテンシャルの評価法 自然災害科学, Vol.9, No.1,
pp.1-16

1990 自然災害における人的被害の極値とその推定法 京都大学防災研究所年報,
第33号B-2, pp.483-501

1990 社会の防災力を測る 土木学会誌, 5月号, pp.20-
21

1990 資料解析による都市直下型地震の被害者数の推定
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自然災害科学, Vol.25, No.4,
pp.99-112

矢守克也・横松宗太・奥村
与志弘・城下英行
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

2006 新潟県中越地震における県災害対策本部のマネジ
メントと状況認識の統一に関する研究 －「目標による
管理」の視点からの分析－

地域安全学会論文集, No.8,
pp.183-190

近藤民代・越山健治・林春
男・福留邦洋

2006 ハリケーン「カトリーナ」災害に対する米国の危機対
応

地域安全学会論文集, No.8,
pp.225-234

林春男・牧紀男・Bruce P.
Baird・田村圭子・重川希志
依・田中聡・岩崎敬・原口義
座・永松伸吾

2006 災害時応急復旧過程における上水道のクライシスコ
ミュニケーションのあり方に関する一考察

環境衛生工学研究, Vol.20
No.3, pp.35-38

平山修久・越山健治・伊藤
禎彦

2006 災害時における避難情報提供のあり方に関する一考
察

日本災害情報学会学会大会
研究発表予稿集, 第8回,
pp.49-54

平山修久・越山健治

2006 災害時における上水道のクライシスコミュニケーショ
ンのあり方に関する研究

日本リスク研究学会研究発表
会講演論文集, 第19回,
pp.43-48

平山修久・越山健治・伊藤
禎彦

2006 防災問題における資料解析研究(33) 京都大学防災研究所年報,
49号A, p.41

林春男・矢守克也・牧紀男・
川方裕則

2006 ハリケーン「カトリーナ」による広域災害に対する社会
対応

京都大学防災研究所年報,
49号A, pp.9-22

林春男・牧紀男・Bruce
P.Baird・田村圭子・重川希
志依・田中聡・岩崎敬・原口
義座・永松伸吾

2006 「減災」と地域防災 減災, Vol.1, pp.12-24

2006 都市地震災害過程のモデル化と総合的な損失の定
量化

2005第19回「大学と科学」公
開シンポジウム講演収録集
ここまで進んだ日米の都市地
震防災, pp.120-132

2006 環境の悪化が災害を招く～わが国の反省と東南アジ
アを事例として～

京都大学防災研究所公開講
座(17回)　防災研究最前線,
pp.25-32

2006 ハリケーン「カトリーナ」による広域災害に対する社会
対応

比較防災学ワークショップ
Proceedeings, 第6回, pp.1-
12

林春男・牧紀男・B,P.Baird・
田村圭子・重川希志依・田
中聡・岩崎敬・原口義座・永
松伸吾

2006 どのように災害は起きたのか～情報複合災害の発生
～

比較防災学ワークショップ
Proceedeings, 第6回, pp.39-
42

2006 カトリーナ災害におけるJFO(Joint Field Office)の対
応

比較防災学ワークショップ
Proceedeings, 第6回, pp.43-
47

田中聡・林春男・牧紀男・西
川智・田辺康彦・丸山直紀・
藤山秀章・永松伸吾

2006 東南海・南海地震による津波災害と防災 平成18年度秋季大会　講演
論文集, pp.3-7

2006 ハリケーン「カトリーナ」を契機として発生した広域災
害に対する社会対応に関する総合的な検討

自然災害科学総合シンポジ
ウム, 第43回, pp.43-53

林春男・牧紀男・Bruce
P.Baird・田村圭子・重川希
志依・田中聡・岩崎敬・原口
義座・永松伸吾

2006 ハリケーン・カトリーナ災害 第33回　海洋工学パネル,
pp.58-62

2006 リアルタイム津波情報システム活用方策の検討 日本災害情報学会第8回研
究発表講演会予稿集,
pp.336-1370

越山健治・越村俊一・原田
賢治・鈴木進吾
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

2006 スマトラ沖地震津波災害-スリランカ- 月刊地球 -スマトラ島沖地震
津波とインド洋津波/2004-,
56号, pp.179-186

2006 想定される日本の大地震 Newton ムック, 別冊, pp.42-
107

2006 減災と極端現象 AESTO News, No.9, pp.4-5

2006 最近の自然災害と電気事業の役割 電気協同研究, 第61巻,4号

2006 南海トラフの地震を想定した自治体による地震減災
の取り組み

SEISMO, 第10巻, 第1号,
pp.6-7

2006 大震災発生!減災学から見た電力・ガス・石油業界の
｢盲点｣

エネルギーフォーラム,
No.621, pp.80-83

2006 インド洋大津波被害と今後のわが国の津波対策につ
いて

雑誌　防災, 117, pp.26-37

2006 最近の自然災害と企業防災 科学と工業
, 第80巻, 第1号, pp.3-8

2006 巨大地震災害の発生を目前に控えて～新しい地震
防災研究～

地震ジャーナル, 42, pp.10-
17

2006 東南海・南海地震 文部科学時報, No.1561
, pp.10-11

2006 東南海・南海地震に備えて 和歌山医学, Vol.57, No.4,
pp.148-151

2006 キーワード事典, 社会生活「スマトラ沖地震　防災」 最新キーワード事典　イミダ
ス, 2006, pp.554-558

2006 A method for estimating casualties due to the
tsunami inundation flow

Natural Hazards, 39, pp.265-
274

Koshimura, S., T. Katada,
H. O. Mofjeld

2006 Building an integrated database system of
information on disaster hazard, risk,and recovery
process -cross-media database (3)

京都大学防災研究所年報,
49号C, pp.69-74

Kawakata, H., P.
Yoshitomi, G. Urakawa, K.
Chan, H. Matsuura, K.
Tatsumi, T. Hara, M.
Agusa, H. Hayashi

2006 Disaster Reduction and Development in Developing
Country

Economics and Disasters,
pp.5-8

.

2007 東南海・南海地震発生時の港湾機能を活用した緊
急輸送戦略

海岸工学論文集, 第54巻,
pp.1326-1330

小鯛航太・鈴木進吾

2007 要援護者対策も含めた総合的な津波避難対策の戦
略計画の検討

海岸工学論文集, 第54巻,
pp.1366-1370

原田賢治・田村圭子・山崎
栄一・林春男

2007 広域災害時における災害廃棄物処理の広域連携方
策に関する研究

土木学会論文集G, Vol.63,
No.22222, pp.112-119

平山修久

2007 学習指導要領の変遷過程に見る防災教育展開の課
題

自然災害科学, Vol.26, No.2
, pp.63-176

城下英行

2007 2007年4月ソロモン諸島地震・津波災害とその対応
の社会的側面

自然災害科学, Vol.26, No.2
, pp.203-214

鈴木進吾・牧紀男・古澤拓
郎・林春男
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

2007 私の研究経歴書 自然災害科学, Vol.25, No.4,
pp.453-458

2007 来たる東海・東南海・南海地震の時間差発生におけ
る問題の構造

地域安全学会論文集, No.9,
pp.137-146

照本清峰・鈴木進吾・須原
寛・田畑博史・中嶋宏行・紅
谷昇平・吉川忠寛・稲垣景
子・牧紀男・林能成・木村玲
欧・大野淳・林春男

2007 大規模水害の減災 減災, Vol.2, pp.12-28

2007 大規模災害時の相互支援の費用負担に関する研究
-新潟県中越地震を事例に-

減災, Vol.2, pp.128-133 舩木伸江・矢守克也

2007 想定東海地震における災害廃棄物処理の広域連携
方策に関する研究

減災, Vol.2, pp.134-140 平山修久

2007 災害発生直後における水道応急復旧目標設定手法
に関する研究

日本災害情報学会学会大会
研究発表予稿集, 第9回,
pp.123-128

平山修久，伊藤禎彦

2007 地域特性からみた市民の震災リスク認知に関する研
究

日本リスク研究学会研究発表
講演論文集, 第20回,
pp.471-476

平山修久，村山留美子，岸
川洋紀，中畝菜穂子，内山
巖雄

2007 スーパー広域災害における災害廃棄物の広域連携
シミュレーションモデルの構築

廃棄物学会研究発表講演論
文集, 第18回, pp.246-248

平山修久

2007 米国ハリケーン・カトリーナ災害における水害廃棄物
処理マネジメント

廃棄物学会研究発表講演論
文集, 第18回, pp.255-257

近藤伸也，近藤民代，永松
伸吾，平山修久

2007 東南海・南海地震発生時の津波廃棄物発生量の推
定手法に関する研究

廃棄物学会研究発表会講演
論文集, No.18, pp.249-251

小鯛航太 鈴木進吾 平山
修久

2007 目標による管理に基づく災害対応に向けた応急復旧
目標の設定手法に関する研究

全国水道研究発表会講演集,
第59回, pp.616-617

平山修久，伊藤禎彦

2007 目標による管理に基づく災害時応急給水に関する考
察～新潟県中越沖地震における自衛隊による応急
給水活動事例による～

全国水道研究発表会講演集,
第59回, pp.626-627

水中進一，平山修久，伊藤
禎彦

2007 防災問題における資料解析研究(34) 京都大学防災研究所年報,
50号A, pp.167-172

林春男・矢守克也・牧紀男・
川方裕則

2007 2006年2月フィリピン・レイテ島地滑り災害からの生活
再建と地域復興　－第2次現地調査の結果に基づい
て－

京都大学防災研究所年報,
50号A, pp.153-160

矢守克也・横松宗太・奥村
与志弘・阪本真由美

2007 適切な専門用語を創る 科学, Vo.77, No.7, pp.653

2007 自然災害の新しい脅威と災害対応の課題 月刊フェスク , No.312, pp.4-
9

2007 東南海地震災害と警察官の心構え けいさつの友, 455号, pp.3-6

2007 巨大地震最新シミュレーション　迫り来る東海・東南
海・南海地震を徹底検証

Newton, 第27巻, 第3号,
pp.14-27

2007 臨海部の防災対策の今後の視点 港湾, 6月号, pp.6-7

2007 地震などの巨大災害の減災について けんざい, No.213, pp.6-8
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

2007 「日本の防災行政システムの進展と今日の課題」コメ
ント

IATSS ReView, Vol.32, No.2,
pp.74-77

2007 自然災害の脅威と社会インフラの被害抑止 電気協会報, No.994, pp.7-
12

2007 正しい理解でユビキタス減災社会を 建設資材情報
, No.55

2007 災害を可視化・定量化し適応するマネジメント手法を
開発

月刊地震レポート　サイスモ,
No.131, pp.10-11

2007 住宅診断を受けよう～ユビキタス減災社会を目指し
て

けんざい, No.212, p.12

2007 必ず起こる南海地震　関西の地震リスクと企業の危
機管理

関西トップセミナー　先手を取
る　2007

2007 キーワード事典, 社会生活「防災」 最新キーワード事典　イミダ
ス, 2007, pp.657-661

2007 Building an integrated database system of
information on disaster hazard, risk,and recovery
process -cross-media database (4)

京都大学防災研究所年報,
50号C, pp.63-67

Maki N., H.Kawakata, P.
Yoshitomi, G. Urakawa,
K.Chan, H.Matsura,
K.Tatsumi, T.Hara,
M.Inokuchi, M.Higashida,
H. Hayashi

2008 自然災害の新しい脅威と災害対応の課題 減災, Vol.3
, pp.14-20

2008 開発途上国の災害復興に対する国際支援事例研究
(1)-インドネシアの津波・地震災害復興に関する考察
-

地域安全学会論文集,
No.10, pp.243-251

阪本真由美・奥村与志弘・
矢守克也

2008 東南海・南海地震による津波災害と防災 海洋理工学会誌, Vol.13,
No.1, pp.61-68

2008 阪神・淡路大震災以後，わが国の震災対策はどう変
わったのか

比較防災学ワークショップ
Proceedeings, 第8回, pp.17-
20

2008 防災問題における資料解析研究(35) 京都大学防災研究所年報,
51号A, pp.139-144

林春男・矢守克也・牧紀男・
鈴木進吾

2008 開発途上国の防災事業に対する国際支援事例研究
－インドネシア被災地域の災害観をふまえた支援に
関する考察－

京都大学防災研究所年報,
51号A, pp.197-204

阪本真由美

2008 目標による管理を組み込んだ水道事業体の災害対
応マネジメントに関する研究

環境衛生工学研究, Vol.22
No.3, pp.35-42

近藤民代・平山修久

2008 インド洋津波災害における災害復興支援の有用性と
課題～バンダ・アチェの事例より～

アジア・アフリカ研究, Vol.48
No.4, pp.49-64

阪本真由美・阪本将英

2008 東南海・南海地震における上水道の応急復旧目標
設定に関する研究

土木学会第63回年次学術講
演会講演概要集, 第7部門7-
032, pp.63-64

平山修久

2008 インドネシアの災害文化に関する一考察－津波災害
復興状況調査を踏まえて

日本自然災害学会学術講演
会, 第27回, pp.83-84

奥村与志弘・高橋智幸・越
村俊一・原田賢治・鈴木進
吾

2008 人的被害からみた東南海・南海地震時の津波廃棄
物特性に関する考察

日本自然災害学会学術講演
会, 第27回, pp.109-110

平山修久

2008 大阪湾における津波被害について 日本自然災害学会学術講演
会, 第27回, pp.113-114

野村清順
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

2008 図上訓練での対応事例を踏まえた自治体の災害情
報マネージメント

日本自然災害学会学術講演
会, 第27回, pp.169-170

近藤伸也・目黒公郎

2008 新潟県中越地震発生後に(旧)山古志村に生じた孤
立時の対応課題

日本自然災害学会学術講演
会, 第27回, pp.185-186

照本清峰・澤田雅浩・近藤
伸也・福留邦洋

2008 津波浸水による住家被害を考慮した津波廃棄物発
生量ポテンシャルの推定手法の開発

環境システム研究論文発表
講演集, 第36回, pp.147-153

平山修久，原田賢治，大利
桂子，鈴木進吾

2008 自衛隊の災害派遣活動に係る地方自治体の費用分
担について

日本災害情報学会学会大会,
第10回, pp.1-6

水中進一，平山修久

2008 新潟県中越沖地以降の命を守るシステム構築に向
けた行政の動向～東京都渋谷区の動きを中心に～

日本災害情報学会学会大会,
第10回, pp.55-60

堀井宏悦，平山修久

2008 災害対策のあり方と今後の課題 生活と環境, Vol.53, No.3,
pp.5-9

2008 身近な話題から危機管理の教訓を得る JA CIC情報, 第89号　,
Vol.23, No.1, p.1

2008 地方自治体の危機管理と業務継続計画 議長会報, No.385, p.10

2008 災害多発時代を生き抜く知恵 月刊建設, Vol.52, pp.4-5

2008 防災シミュレーション　あくまでも近似解としての防災
シミュレーションと必要な常識

科学, Vol.78, pp.1148-1149

2008 高速道路の今後の災害対策のあり方 高速道路と自動車, Vol.51
No.9, pp.5-8

2008 東南海・南海地震と警察への期待 けいさつの友, 464号, pp.8-
11

2008 高波災害の特徴と今後の減災対策のあり方 河川, No.747, pp.3-9

2008 わが国の災害復興の現状と課題 EAST TIMES 東日本保証広
報誌, 2008.11, pp.4-7

2008 来るべきスーパー都市災害への備え 総研号　ロジスティクス,
Vol.4, pp.6-9

2008 企業の水害リスクとその被害軽減に向けて リスクマネジメント TODAY ,
Vol.51, pp.6-9

2008 防災　予想上回る被害が懸念されるゲリラ豪雨と巨
大地震

週刊ダイヤモンド, 第97巻1
号, p.158

2008 Recent development of tsunami disaster reduction
management in Japan after the 2004 Indian Ocean
Tsunami

Risk Analysis Ⅵ, pp.159-168

2008 Effects of rise time and rupture velocity on tsunami The 17th  international
Offshore and Polar
Engineering Conference,
CDROM

Okumura, Y.

2008 Disaster reduction strategy of tsunami Proc. 4th International
Workshop on Coastal
Disaster Prevention, pp.37-
38

2008 Urban flood control policy for sustainability under
global warming in Japan

Flood Recovery, Innovation
and Response, pp.273-282

2008 Emergency Debris Management Including Wide Area
Cooperative Measures on the Super Huge Disasters

The Fifth Asian-Pacific
Landfill Simposium, CDROM

Hirayama,N.
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発表年 著書名 発表誌名 共著者

1989 漂砂 土木工学ハンドブック, 44
海岸 第9章　, pp.1899-
1906, (社)土木学会

磯辺雅彦・柴山哲也ほか

1994 どぼく・とおく p.216, 土木学研究会 隅野哲郎・池亀健治ほか

1995 都市大災害 p.232, 近未来社

1995 大阪湾の津波 海底地盤-大阪湾を例として
-, pp.289-294, 土質工学会
関西支部

嘉門雅史・足立　徹・赤井
浩一ほか

1996 津波 海域環境創造辞典, pp.117-
118, 沿岸域環境研究所

嘉門雅史・盛岡　通ほか

1997 津波・高潮・洪水氾濫災害 地域防災計画の実務,
pp.127-150, 鹿島出版会

林　春男・亀田弘行・井野
盛夫ほか

1997 危機管理と総合防災システム 地域防災計画の実務,
pp.198-220, 鹿島出版会

井野盛夫・亀田弘行

1997 自治体の危機管理 防災まちづくりの新設計
市町村アカデミーかえる叢書
Vol.7, pp.59-89, ぎょうせい

室崎益輝・吉井博明・東尾
正ほか

1998 水循環と流域環境『水系における物質循環』『環境
変化と開発による将来の災害』『地球環境を考慮し
た水資源の開発、水利用、技術の方向』

岩波講座　地球環境学 7,
p.305, 岩波書店

高橋　裕・宝　馨・大久保賢
治ほか

1998 容積率緩和で増大する震災ポテンシャル 大震災以後, pp.281-285, 岩
波書店

室崎益輝・入倉孝次郎・金
森博雄ほか

1998 都市防災　未来への提言 大震災以後, pp.331-356, 岩
波書店

室崎益輝・入倉孝次郎・金
森博雄ほか

1998 漂砂環境 漂砂環境の創造に向けて,
pp.3-15, (社)土木学会

加藤一正・磯辺雅彦・柴山
智也ほか

1999 環境圏の新しい海岸工学 第6章第1節,  pp.989-1005,
フジ・テクノシステム

椹木　亨・出口一郎・酒井
哲郎ほか

1999 被害を小さくする危機管理 市民による防災まちづくり,
pp.213-252, 春日井安全ア
カデミー

伊藤和明・立木茂雄・小林
郁夫ほか

1999 土木学と都市防災論 土木学を語る, pp.209-268,
都市計画通信社

竹内良夫・梅原　猛・井上
ひさしほか

2000 総論、計画の基本、モニタリング 海岸施設設計便覧, 第3章
3.1, 3.2, 3.7, pp.193-203,
220-221, (社)土木学会

磯部雅彦・水口優・三村信
男・喜岡　渉ほか

2001 自然災害の危機管理 p.283, ぎょうせい 佐々淳行・伊藤和明・大西
隆・廣井　脩ほか

著　書

― 40 ―



発表年 著書名 発表誌名 共著者

2001 自然災害の変遷、避難、災害史年表 防災学ハンドブック, pp.12-
13, 302-3-4, 699-707,  朝
倉書店

今本博健・池淵周一・入倉
孝次郎ほか

2001 高潮害 地域防災データ総覧（風水
害編）, 2.2.2, pp.47-51,
（財）消防科学総合センター

片田敏孝・高橋和雄・岩松
暉ほか

2002 防災事典 p.543, 築地書館(株) 土岐憲三・林春男・石原和
雄ほか

2003 三重の地震・津波読本 p.200, (株)アイブレーン 奥村武司ほか

2003 津波防災 防災学講座2　地震災害論,
pp.171-206, 山海堂

橋本学・安藤雅孝・中島正
愛ほか

2003 危機管理－安全/安心な社会を目指して 防災学講座4　防災計画論,
pp.179-211, 山海堂

林 春男・今本博健・岡田憲
夫

2004 南海地震を学ぶ～かならずやってくる南海地震に備
えよう

p.29, 高知県 今村文彦

2005 開催の経緯、目的 阪神・淡路大震災　向き合い
続けた10年, pp.6-10, 神戸
新聞総合出版センター

新野幸次郎・林 春男

2005 事例に学ぶ危機管理 防災対策と危機管理 Vol. 6,
pp.39ｰ98, ぎょうせい

室崎益輝・吉井博明・東尾
正ほか

2005 揺れているときはどうしたらいいの？ 12歳からの被災者学, p.239,
NHK出版

土岐憲三・林春男ほか

2005 自然災害（風水害） 環境都市計画事典, pp.274-
275, （株）朝倉書店

丸田頼一・家田仁・石川幹
子ほか

2005 百世の安堵をはかれ/安政大地震・奇跡の復興劇 その時歴史が動いた 34,
pp.27-61, 中央出版(株)

松平定知

2005 架空防災対談　津波から身を守る 津波から人びとを救った稲む
らの火, p.149, 文溪堂

阿部勝征

2005 スマトラ沖地震　インド洋大津波 ブリタニカ国際年鑑, pp.134-
141

2005 新潟県中越地震 ブリタニカ国際年鑑, pp.404-
409

2006 防災 imidas 2006, pp.555-558, 集
英社

2006 こども地震サイバイバルマニュアル pp.1-198, ポプラ社 国崎信江

2006 必携地震対策完全マニュアル p.73, PHP研究所 細川顕司・矢守克也・能島
暢呂ほか

2006 スーパー都市災害から生き残る p.191, （株）新潮社

2007 防災 imidas 2007, pp.657-661, 集
英社

2007 巨大な自然災害と防災工学 リスク学辞典, pp.129-131,
阪急コミュニケーションズ

盛岡　通・池田三郎・広瀬
弘忠ほか

2008 防災 imidas 2008ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ配信,
集英社

2008 これからの防災・減災がわかる本 p.230, 岩波ジュニア新書

2008 TSUNAMI 第3章第1節, pp.119-125, 丸
善プラネット

今村文彦・高山知司・加藤
一成ほか

― 41 ―




